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午前中はメール返信，論文のための写真を過去のファイルから選定。ファイルの整理とかバックアップは本当に悩みどころ。ちゃんと整理できていれば時間もかからないのに。

午後からは関西大学へ。サイバーの簡単な打ち合わせ。みんな自分の研究とのからみを考えて，もっとおいしいところ取りをすればよいと思った。10日後に迫った教育メディア学会のワークショップ打ち合わせに参加する。詳細は本番のお楽しみだが，上田先生＠同志社女子大学司会の下，全体の進行の確認やグループディスカッションの体験を行ってみた。終了後はさらに細かい打ち合わせがなされていた（僕は参加しなかったけど）。近年，どこもかしこもワークショップになっていて，ワークショップさえやっていたらいいみたいな風潮が無きにしも非ずだが，そんなものとは異なる面白い物となりそうだ。上田先生の話し方はよどみがなくて，いつもすばらしいと思う。本番が楽しみだ。

夜は瀧本君＠関西大学大学院が某県の教員に採用されたということでお祝いの飲み会でした。また飲んでしまった。できそうにない論文の〆切がもうひとつあると言うのに・・・。
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現在以下の本を読んでいる。
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イノベーションの本質

	作者: 野中郁次郎,勝見明
	出版社/メーカー: 日経BP社
	発売日: 2004/05/13
	メディア: 単行本
	購入: 5人 クリック: 83回
	この商品を含むブログ (26件) を見る








感想はまたいずれといったところだが，いつも思うのはどうしてこのように業務内容や知識の流れが鮮やかに描き出すことができるのかと言うことだ。どのように情報収集しているのだろうか。インタビューひとつをとってもどのように聞いているのだろうか。このプロセスは質的研究としても参考になるような気がする。←というのを書いてたら，村上さんに「それは野中先生だから（いろんな情報を仕入れられる）」と言われた。まあそういってしまえばおしまいなんだけど，どういう形で情報が入ってきているのかなって思ってます。インタビューだけでそこまでいけるのだろうか。どれぐらい時間をかけているのか。そのウラ側が知りたいものです。
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エクセル。時間割の続きをさせる→来週提出。タイピングは来週練習、再来週模擬テスト、その次が本番テスト。授業内容は資料の2ページまで。来週は今日のファイルを元ファイルとして、計算の復習をさせることになる。



	

	
	


	
	
				
			日記
		

			紀要に時間をかける

		
			2004/10/05 kostera09			コメントする
						

	

		
		















午前中，京都外国語大学の情報リテラシー2を2こま。エクセル。相変わらずCanonのプロジェクタLV-7345の使用感が最悪。ほんとにどうにかならないものか。万が一新しいパソコンやプリンタの導入を考えているなら、まずこのプロジェクタをどうにかしてほしい。

午後は外大紀要を詰める。要旨も執筆し，完成。投稿要領の細部が詰められていないので，確認。査読があると言うことだ。マズイかも。引き続き，急に依頼された紀要論文のネタを考える。「できるだけ楽をしたい」という思いと「これをきっかけに何かやっていなかったものをまとめてみよう」という思いの交差。とりあえずは後者を取り，うまくいかなければ前者にシフトする予定。分析をしようとするも，あまりに状況とデータが貧弱なのを見て，挫折しかけ。あまり成果の上らない日だった。

夕方，思いもよらぬ連絡が入る。間違いだったらイヤなので，確認するまで書かない。本当ならばうれしい知らせである。困るかも知らんけど。
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とりあえず手元にあったので，リンクを試してみます。
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成長する教師―教師学への誘い

	作者: 浅田匡,藤岡完治,生田孝至
	出版社/メーカー: 金子書房
	発売日: 1998/05
	メディア: 単行本
	この商品を含むブログ (1件) を見る








教師教育を勉強するにあたってはとても重要な本です。
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					寺嶋浩介（大阪教育大学）のサイトです。教育工学アプローチによる教師教育，メディア教育を専門としています。



		
		
		最近の投稿

			
					2023年度を振り返って
									
	
					教育実践研究をまとめる(21)結果をどうまとめるか（その2:評価）
									
	
					教育実践研究をまとめる(20) 結果をどうまとめるか（その1: 実践の内容）
									
	
					大村市立大村中学校20230928
									
	
					教育実践研究をまとめる(19)長期休暇中にやるべきことは？
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